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- 1 -
　3月11日の大震災に続いて，東京電力の福島第1原発の爆発により，福島の200万県民は今後とも生涯にわたって大きな苦難が強いられています。小生は連日のように線量測定や除染に駆け回って，疲労が重なり，『ルーチシェ』秋号の編集作業も滞りがちでした。
　丸山先生訳の『ポントリャーギン自伝から』の2編では，彼が少年時代に盲目になった理由，両親（とくに母親）がどんな人だったか，また，子ども時代からの読書遍歴，音楽趣味などがわかると思います。
　中村栄子さんに訳していただいたゲルファントに関する2編では，彼が，少年時代貧しく，一人モスクワに出て，アルバイトをしながら独学し，後に世界的な数学者になったこと，全ロシア通信数学教育学校設立に込めた思いなどがよくわかると思います。
　プロタソフの「宇宙の幾何」は春季号のつづきで，古代ギリシアの天文学者アリスタルコスが早くも太陽中心体系を表明していながら，世界はそれを認めず，長期にわたって地球中心体系にこだわったのはなぜか，前者の決定的な事実は金星と水星の観測による幾何学的観点からも明らかになること，さらに，太陽の角直径を苦労して測定したアルキメデスに対して，春分（秋分）のさいの幾何学的考察によっても知ることができることなどが述べられています。
　インターネットのおかげで「クヴァント」誌の創刊号からの内容が見られるようになり，1970年の創刊号に載った「量子（クヴァント）の話」を丸山先生に訳していただきました。後で，丸山先生から次のようなコメントが寄せられました―「先日（9/24），光より速い素粒子ニュートリノが発見された，とのニュースがありました。まだ確認されてはいませんが，もしかすると，これは新しい物理理論の必要性を告げるものになるか？
ニュートン力学→量子力学→新しい理論
この量子力学の誕生を告げる話が，この《量子の話》，つまり，M.プランクの量子の発見で，これから量子力学へと発展する糸口になった」。
　「クヴァント」誌1979年№5からは「テーラー級数とは何か」を小生が訳しました。これはゲルファント氏も自力で発見し，数学観の変化をもたらすもとになったとのことで，関連して参考になるでしょう。
　余白に，大災害7ヶ月後の相馬・新地の様子，最新号『学校の数学』からの統計教材と，DVD付きの論文内容などの変化例を入れてみました。
　　　　　　　　　　　（山崎記）
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